
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 第４号 令和３年７月２０日

夏休みを気持ちよく過ごしたい 

校長 及川 勝也 
  

近年，地球温暖化の影響でしょうか。夏が本当に暑くなっています。昨日は，午後の３階教

室の温度が３３度，体育館は３５度もありました。昨夜実施されたＰＴＡ役員会は，少々狭く

なりますが，ディスタンスをキープできる範囲でエアコンが設置されている部屋を使用させて

いただいたところです。 
さて，明日から夏休みになります。夏休みに校長として青雲児に望むことは，ただただ「い

やな思いをせずに，気持ちよく過ごしていただきたい (体の面でも心の面でも) 。」 
いじめ，嫌がらせ，トラブルは，誰もがいい気持にはなれませんし，事件・事故等安全に関

わるトラブルに巻き込まれることも誰も望みません。しかし，よく考えて行動することを怠る

と，思ってもみない件を引き起こしてしまったり，巻き込まれたりすることが十分に考えられ

ます。 
また，健康・体力は気持ちよく生活する上でなくてはなりませんが，体調を維持することは，

自分の生活習慣をしっかり考えて行動することで，対処が可能です。 
「トラブルも人生経験になる。」とは思いますが，進んでトラブルを求めなくてもいいかな

いと思います。 
明日からの３０日間は，ご家庭の教育によって子どもたちを伸ばす大切な機会です。 
ぜひ，全ての青雲の子どもたちが，嫌な思いをせずに気持ちよく過ごせるように，大人の見

守りをお願いいたします。 
学習は，午前中の涼しい時間に済ませることが勉強を気持ちよく進める秘訣です。また，そ

のことを考えると，早起きをして朝一でエネルギー充填し(朝食をしっかりとって)，１日の始

まりを気持ちよくスタートさせることが必要でしょう。人生において，めったに出会えないオ

リンピック国内開催があることから，テレビの前で観戦したり応援したりすることも，普段の

勉強では味わえない貴重な体験となることでしょう。 
しかし，子どもたちの中には，夜遅くまでケータイ・スマホをいじったり，ゲームを行って

いる子もいると伺っています。また，長い休みが終了した後に，言葉遣いが大変荒くなるお子

さんがいることも時々見受けられます。 
今，子どもたちの生活を不適正なところに進めていっては，その後の改善に大きなエネルギ

ーを使ってしまいます。学校では，子どもたちに３０日間の計画表を持たせているところです

が，自主的に取り組めるかどうかは，保護者の皆さんと子どもたちの関わりにおいて，家庭で

の約束づくりや確認・助言・アドバイスにかかっています。 
この３０日間の休みを充実したものとして終え，その後の生活にも好影響が出てくるような

「いい休み」になることを期待しています。子どもたちがどんなところに行ってみたり，どん

な体験をすることができたりしたのか，休み明けのお土産話も楽しみです。 
どうか，命を大切にして，充実した夏をお過ごしください。 

 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜 ８月の行事予定     

16 月 諸費振替日 

20 金 第 2 学期始業式 交通安全街頭指導 

23 火 
夏休み作品展～26 日 委員会活動  
宿泊研修結団式(5 年) 

24 水 
宿泊研修(5 年)～25 日  
ダミー実験会（3｡4 年） 

26 木 宿泊研修回復日(5 年) 

27 金 眼科健診(1､3､5 年) 

30 月 スクールカウンセラー来校 

31 火 運動会実行委員会 

スクールカウンセラー来校日時 
8 月 30 日 10:30～16:00 
相談を希望される方は担任までご連絡ください。 

実践の合い言葉 ： 「小さな約束を みんなで やりきる学校」 具体的な取り組みを紹介します 

学校の教育目標:「たくましい子ども【すすんで学ぶ・助けあう・やりぬく・きたえる】」 

 
 
 
 
 
 
 

（ 

土日祝や夜半、学校閉庁日 8 月 10 日～8 月 13
日に子どもや家族がＰＣＲ検査を受けることにな
った等を含めた重大事案等が発生し、学校への緊
急な連絡が必要な場合、学校の緊急連絡メールア
ドレスに、ご連絡ください。詳細は各学級通信をご
覧ください。 

体験をとおして  

修学旅行 6 年生（7 月 6 日～7 日） 
1 日目：伊達時代村、登別クマ牧場  

2 日目：登別地獄谷、登別マリンパークニクス、 

民族共生象徴空間ウポポイ 

ねらい： 

・社会生活への適応や公衆道徳の大切さを理解する。 

・主体的に計画を立て協力して実践できる能力を培う。 

・他地域での見聞を広め、文化や産業を尊重する態度を育

成する。 

事前に役割を分担し、調べ学習をして、目的・目
標を明確にして出発しました。２日間を通して、先
を見通して時間管理する行動ぶりは大変すばらし
く、友達思いの優しさも光っていました。また、他
地域の自然や文化を実際に見たり、触ったりした体
験は、大きな感動を覚えたようです。机上での学び
と実体験とで、学びが一層深まりました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
7月17日は「開校記念日」開校１０８年 

 

 

 

【校名の変遷】 

大正2年(1913）「上川第六尋常小学校」 

大正7年「青雲尋常小学校」 

大正11年「青雲尋常高等小学校 

昭和２２年「旭川市立青雲小学校」 

【校歌】 S11～12 頃制定  S38 新校歌制定 

【卒業生】現在15958人， 

【校章】 

                  

 

緊急連絡について 

写真上：上川第六尋常小学校校章 
写真下：現在の校章 

この学校で学ぶ子どもたちが、この

樹氷を通して眺める青空のように、い

つも澄みきった清らかな心と明るい

希望をもって努力してほしいとの願

望を込めて，校名を雪の結晶で囲んで

校章としました。また、雪の結晶は，

第六尋常小学校の『六』を併せてデザ

インしたものです。 

3 年生は，総合的な学習の時間で学校の歴史につ

いて調査しています。 

校外での学習，体験を通して  

【地域の見守り】 
 地域の方々が交通安全の見守 

りをしてくださっています。い 

つもありがとうございます。 

（写真：登校の様子） 

プールでの学習 
 水に慣れるところから始め安 
全に楽しく水泳学習を行いまし 
た。監視員さんは菅野淑子さん。 
ありがとうございました。 
中休みマラソン 
 週に１回中休みに、マラソン 
をしています。持久力が課題の 
本校の子どもたちですが、少し 
ずつ体力が向上しています。  一生懸命に走る様子 
【外部講師】：旭川市中央警察署 様 

「防犯・非行防止教室」６年（７月１４日） 

犯罪に巻き込まれたり非行を未然に防ぐには、ま

ず「スマホは自分の部屋には持ち込まない。保護者

やお家の人のいる前で使用するなど、家庭でのルー

ルを決めて守ることが大きな鍵」とお話されていま

した。ご家庭でも話題にしてみてください。 
     

 
 

PTA，地域の方々との連携 

水泳授業 

 
 
 


